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1. 国内観光客向け

マーケティングプラン



2

国内の観光客が求めていること①

観光客の最も多くが「グルメが楽しめる・⾷べ歩きができる」ことを望んでいる

参照元︓富⽥林観光ビジョン（全国1,000⼈調査）



3

国内の観光客が求めていること②

富⽥林に宿泊で訪れた⼈の調査でも「⾷に期待し、楽しみたい」声が最も多い

多くの⼈が「旅⾏は⾷を充実させたい」ことを望んでおり、

富⽥林に対しても「⾷事や農業体験」に期待を寄せていることから

「⾷」に特化したガイドマップや体験コースを

企画し「⾷の都 とんだばやし」を⽬指す

富⽥林を

参照元︓富⽥林観光ビジョン（本市内に宿泊した190⼈調査）
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国内観光客増加の提案①

ユーザーが知りたいグルメ情報に辿り着きやすくするために、カテゴリ毎のグルメマップを制作

【１】地場野菜を使ったレストランマップ

（地場野菜メニューも併せて紹介）

【２】寺内町⾷べ歩きマップ

【３】オシャレカフェマップ

（オニジャスコーヒー、ストリーマーコーヒー等）

【４】昔ながらの⾷堂・喫茶マップ

【１】〜【３】のマップイメージ （神⽥・神保町カレーカード⼤全）

カテゴリ例

【２】のマップイメージ

（みやじまぐちグルメマップ）

※マップの情報は、Instagram

「とんだばやしとりっぷ」の

ハイライトやまとめにも反映

ハイライト イメージ
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国内観光客増加の提案②

グルメを楽しんだ後は、お⼟産を買いたくなることが想定される

欲しいお⼟産を⾒つかりやすくするために、エリア毎の地場野菜・お⼟産マップも作る

【１】おいしかった地場野菜

地場野菜をお⼟産にするなら●●エリア

【２】旅の思い出に。⾃分へのお⼟産探しは●●エリア

【３】ばらまき⼟産におすすめ●●エリア

【１】のマップイメージ

カテゴリ例

【２】・【３】のマップイメージ

（みやじまぐちグルメマップ）

（太⼦町いちじくマップ）

⾚枠のように

地場野菜マップは

⽣産者の横に商品

（地場野菜）を紹介

※地場野菜は

紹介だけではなく

おすすめの⾷べ⽅

（レシピ）も提案

おすすめの⾷べ⽅ イメージ
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国内観光客増加の提案③

グルメ・地場野菜・お⼟産マップの内容をもとに「⾷旅モデルコース」を制作

⽇帰り⼀⽇・1泊2⽇コースは、農業体験や料理教室なども組み込み、⾷⽂化を充実させる

グルメに特化したコース設定は、他の観光都市ではほとんど無いため差別化ができる

【１】⽇帰りコース（半⽇）

（グルメ・お⼟産探し）

農業・料理体験 イメージ

カテゴリ例

【２】⽇帰りコース（⼀⽇）

（収穫体験・グルメ・お⼟産探し）

【３】1泊2⽇コース

（農業・収穫体験・料理体験・

グルメ・お⼟産探し）

（⼗和⽥グリーンツーリズム）

グルメ・お⼟産探し モデルコースイメージ

（⿃取中部 癒しの旅紀⾏）

https://tottori-iyashitabi.com/spot/model/drive/gourmet/

https://tottori-iyashitabi.com/spot/model/drive/gourmet/
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2. ワーケーション向け

マーケティングプラン
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ワーケーションの推進

令和5年度以降は、ワーケーションを推進し、受け⼊れ体制整備に向けたモデル実証等の実施が進む

参照元︓令和5年度予算︓観光庁概算要求
https://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/yosan/content/001498509.pdf

富⽥林市もワーケーションの受け⼊れ体制の整備を⾏い、ワーケーションモニターを実施し、

第2のふるさととして再訪してもらえるようにリピーターを増やす

https://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/yosan/content/001498509.pdf
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ワーケーションモニターの参考事例

コロナ禍からワーケーションモニターを実施している⾃治体の⼀つ、福井県⼤飯郡⾼浜町は

全宿泊施設&飲⾷店と⼀部の海⽔浴場までFree Wi-Fiが完備されており、どこでも仕事ができる

（⾼浜町公式ワーケーションサイト）

https://wakasa-takahama.jp/workation/

（⾼浜町ワーケーションモニター募集サイト）

https://www.town.takahama.fukui.jp/page/sougouseisaku/waacation/p007087.html

●⾃治体×住⺠の

まちづくり会議の参加

その他の特⾊

●コワーキングスペースの無料利⽤

●交通＆宿泊費の助成

●地域活動やイベントの参加

●禅やマリンアクティビティの体験

⾼浜町役場の職員のタイミングが合えば、到

着時に宿までの送迎やコワーキングスペース

などの施設案内まで対応いただける

●宿の⾃転⾞無料貸し出し（⼀部）

https://wakasa-takahama.jp/workation/
https://www.town.takahama.fukui.jp/page/sougouseisaku/waacation/p007087.html
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ワーケーションモニター実施に必要な環境整備

富⽥林でワークが気軽に⾏えるように宿やフリースペースに電源・Free Wi-Fiを完備することが先決

その他の整備

⻲の井ホテル 展望室・ロビー・客室

⼀例

きらめきファクトリー 多⽬的スペース じないまち交流館 1階 無料休憩所

●駅や宿などで⾃転⾞の貸し出し

●個室や会議室を完備したコワーキングスペース

●観光ガイド以外に印刷物やウェブ・Instagram等で⽉ごとのイベント情報の発信

●ワーケーション向けの地域の⽅と交流機会や遊び体験の企画
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3. インバウンド向け

マーケティングプラン
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インバウンドの回復と観光地づくりの⽀援

令和5年度以降は、戦略的な訪⽇プロモーションと、付加価値のあるインバウンド観光地づくりの⽀援が進む

参照元︓令和5年度予算︓観光庁概算要求
https://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/yosan/content/001498509.pdf

2025年には⼤阪万博もあり、⼤阪にインバウンドが急激に増えることが予測できることから、富⽥林市も

インバウンドの受け⼊れ体制を整え、万博と合わせて富⽥林へ⾜を運んでもらうとともに滞在の⻑期化に繋げる

https://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/yosan/content/001498509.pdf
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インバウンド受け⼊れに必要な環境整備①

富⽥林の観光スポット・店舗、ボランティアガイド向けにインバウンド対策講座を実施

AI通訳機「ポケトーク」の使い⽅講座

（スマホに有料版アプリを⼊れると使⽤できる

本体を購⼊の場合は、インバウンド補助⾦を活⽤）

⼀例

外国⼈とコミュニケーションの取り⽅講座
（外国⼈と接客する際に、翻訳機を使いながら簡

単な挨拶からグルメ・観光スポットの説明ができ

ることを⽬指す）

外国⼈によく聞かれやすい質問対策講座

（事前にQ&Aのリストアップを⾏い、翻訳機を使

いながらスムーズに対応できることを⽬指す）

外国⼈とのコミュニケーションの対応がスムーズになることで、富⽥林の印象が上がり再訪に繋がる
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インバウンド受け⼊れに必要な環境整備②

観光スポットまでの道案内やマナーの標識に英語表記を追加

観光スポットまでの道案内

⼀例

観光地のマナーの案内観光スポットの⼊り⼝の案内

標識に英語表記を追加することで⼈に聞かずに、正しいマナーでスムーズに観光スポットに辿り着ける
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インバウンド受け⼊れに必要な環境整備③

⽇本の⽂化・歴史に触れられるような、外国⼈に好まれるイベントを企画・開催

提案内容︓富⽥林四季物語実施の際に店・来訪者が着物を着⽤。江⼾時代にタイムスリップしたように⾮⽇常が味わえる

市⺠から着物の無料貸し出しをしていただくことで、観光スポットを盛り上げるだけでなく、

地域活性化にも繋がる

着物は、数が必要になるため、富⽥林市⺠に向けて「着物無料貸し出しの募集」を⾏い、

着物レンタル店や着付け店で集まった着物の着付けを⾏う


